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中
国
に
お
け
る
農
村
労
働
力
移
動
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と
課
題

都
市

へ
の
移
動
と
定
住

大
島

二

・
西

野

真

由

・
・
…

は
じ
め
に

現
在
の
中
国
に
お
け
る
大
き
な
社
会
現
象
の

一
つ
に
、
中
国
全
土

を
舞
台
と
し
た
大
規
模
な
人
口
移
動
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
二
〇
〇
六

年
三
月
に
公
表
さ
れ
た

「
二
〇
〇
五
年
全
国

一
%
人
ロ
サ

ン
プ

ル
調

ハく
　

査
に
関
す

る
広
報
」
で
は
、
二
〇
〇
五
年

=

月

一
日
に
実
施
さ
れ

た
人
口
調
査
結
果
と
し
て
、
総
人
口

=
二
・〇
六
億
人
に
対
し
て
、

流
動
人
口
が

一
・
四
七
億
人

(
一
一
・三
%
)
に
達
し
、
二
〇
〇
〇
年

人

ロ
セ

ン
サ
ス
時

よ
り

二
九
六
万
人
増
加
し
た
と
発
表
さ
れ

て

す
す

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
国
民
総
数
の
実
に

一
割
以
上
が
地
域
外

へ
流
動
を
開
始
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
さ
に
現
代

の
中

国
は
、
た
ん
に
人
口

(規
模
)
大
国
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
人
口
移

ム
ヨ
　

動
大
国
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
膨
大
な
規
模
に
拡
大
し
て
き
た
中
国

の
人
口
流
動
で
あ

る
が
、
は
た
し
て
量
的
な
拡
大
が
進
行
す
る
の
に
従

っ
て
、
質
的
な

変
化
も
同
時
に
お
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。

周
知
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
農
村
労
働
力

の
都
市

へ
の
移

動
は
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
の
二
〇
年

余
の
期
間

に
お

い
て

「出
稼
ぎ
」
(中
国
語

で

「打
工
」
)
と
い
う
概
念
か
ら
説
明
さ
れ
る

ム
ヰ
　

こ
と
が
多
か

っ
た
。
筆
者
も
か

つ
て
拙
著
で
、

こ
の
概
念
を
多
用
し

て
い
る
。

こ
こ
で
い
う

「出
稼
ぎ
」
の
概
念

と
は
、
比
較
的
短
期
間

に
お
け
る
、
単
身
に
よ
る
都
市
地
域

へ
の
移
動

を
基
本
と
し
、
出
身

地
の
実
家
と
家
計
を

一
に
す
る
な
ど
、
移
動
者

と
実
家
が
強
い
紐
帯

ムら

　

を
維
持
し
、

一
定
期
間

(
一
般
的
に
は
数
か
月
か
ら

一
年
程
度
)
の

都
市
地
域

で
の
就
業

の
終
了
後
に
は
、
再
び

出
身
農
村
に
帰
還
す
る
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と
い
う
も

の
で
あ

っ
た
。
現
実
に
、
当
時
は
こ
う
し
た
形
態

で
の
農

村
か
ら
都
市

へ
の
移
動
者
が
圧
倒
的

に
多
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
多
く

の
研
究
で

「出
稼
ぎ
」
と

い
う
概
念
が
使
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

っ

た
。し

か
し
、
前
述

の
よ
う
に
、
流
動
人
口
全
体

の
規
模
が
拡
大
し
、

大
量
の
農
村
人
口
が
都
市
に
流
入
し
て
い
る
現
在
、
は
た
し
て
現
在

の
中
国
で
お
こ
っ
て
い
る
こ
の
移
動
現
象
を
、
従
来
か
ら
の

「出
稼

ぎ
」
と

い
う
概
念

で
表
示
す
る
こ
と
は
適
切

で
あ
る
の
か
。

つ
ま

り
、
こ
れ

ま
で
の
出
稼
ぎ
型
移
動
形
態
と
異
な
る
形
態
の
移
動
が
発

生
し
、
拡
大
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
を
筆
者
は
多

く
の
場
面

で
感
じ
て
き
た
。
そ
れ
は
、

「移
住
型
」
と

い
う
べ
き
、

農
村
か
ら
都
市

へ
の
移
動
形
態

で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
前
者

の

「出

稼
ぎ
型
」
と

の
特
徴
的
差
異
は
、
「挙
家
」

(
一
家
を
挙
げ
て
の
)
あ

る
い
は
家
族

の
大
部
分
を
伴

っ
て
の
、
比
較
的
長
期

(場
合
に
よ

っ

て
は
数
世
代
に
及
ぶ
)
に
わ
た
る
都
市

へ
の
移
動
で
あ
り
、
農
地
の

利
用
権
を
移
動
前
に
知
人

・
親
戚

に
譲
渡
す
る
な
ど
、
基
本
的
に
は

出
身
地
域

へ
は
戻
ら
な

い
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合

は
、
彼
ら

の
基
本
的
な
生
活

の
場
、
就
業
の
場
は
都
市
に
お
か
れ
、

親
に
伴
わ
れ

て
移
動
し
た
子
弟

の
教
育
も
都
市

で
受
け
る
こ
と
に
な

る
。

こ
う
し
た
、
家
族

を
単
位
と
し
た
都
市

へ
の
事
実
上
の
移
住
、

つ
ま
り

「出
稼
ぎ
」

で
は
な
く
、
都
市

へ
の

一
方
通
行
的
な
移
住
が

お
こ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

周
知

の
よ
う
に
、
中

国
に
お

い
て
は
、

一
九
五
〇
年
代
後
半
か

ら
、
「戸
口
制
度
」
と
よ
ば
れ
る
戸
籍
管
理
制
度

に
よ
っ
て
、
農
村

ム
　
　

か
ら
都
市

へ
の
人
口
移
動
を
厳
し
く
制
限
し

て
き
た
。
二
五
年
以
上

に
わ
た

っ
て
農
民
は
農
村

に
縛
ら
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

経
済
改
革
と
開
放
政
策

の
進
展
に
よ
る
労
働
力
需
要
の
高
ま
り
に
対

応
す
る
た
め
、
人
口
移
動
制
限
は
徐
々
に
緩
和

さ
れ
て
き
た
が
、
戸

籍

の
移
動
を
伴
う
長
期
固
定
的
な
大
都
市

へ
の
移
住
は
現
在
で
も
依

然
と
し
て
困
難
と
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
都
市
側

の
論
理
か
ら
す

れ
ば
、
農
村
出
身
者
の
都
市

で
の
就
労
は
都
市
機
能

の
維
持
に
と

っ

て
必
要
不
可
欠
な
も
の
の
、
彼
ら
の
多
数
が
都
市
に
定
着

・
移
住
す

る
事
態
は
可
能
な
限
り
回
避
し
た

い
と
い
う
政
策
が
と
ら
れ
て
き
た

と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
都
市
側

に
好
都
合
な
政
策
で
あ
る
、
農
村
出

身
労
働
力
の
都
市

へ
の
定
着

の
抑
止
政
策
が

い
つ
ま
で
も
継
続
で
き

な
い
状
況
が

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
生
ま
れ

つ
つ
あ
る
。
そ
の
要

因
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

ω

ま
ず
、
都
市
に
お
け
る
3
K
労
働

を
中
心
と
し
た
分
野
で

の
、
農
村
労
働
力

に
対
す
る
労
働
力
需
要
が
今
後
も
さ
ら
に
高

ま

り
、
都
市
機
能

の
維
持
の
上
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
必
要
不
可
欠
と
な

る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
分
野
の
就
業
は
都
市

戸
籍
者
が
希
望
し
な
い
こ
と
が
多
く
、
ど
う
し

て
も
農
村
出
身
者
が

必
要
と
な

っ
て
い
る
。

②

さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
中
国
政
府

は
、
現
在

「三
農
問

題
」
に
代
表
さ
れ
る
農
村
に
お
け
る
経
済
的
停
滞
対
策
を
政
策

の
中
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心
に
掲
げ

て
お
り
、
そ
の
重
要
施
策

の

一
環
と
し
て
農
民
の
所
得
確

保

の
た
め

に
、
都
市
地
域
に
流
入
す
る
農
民
が
就
業

・
生
活
面
で
不

利

に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
彼
ら
の
所
得
を
向
上
さ
せ
る
と
の

ムア
　

指
導
を
強

化
し
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

⑧

ま

た
、

「民
工
学
校
」

(
「民
工
」

は
農
村
出
身
者

の
意
味

で
、
都
市

に
居
住
す
る
農
村
出
身
者
の
子
弟
を
教
育
対
象
と
し
た
小

ハ　
　

中
学
校
)
、

「民
工
診
療
所
」
(都
市

に
居
住
す
る
農
村
出
身
者
を
医

ム
ヵ
　

療
行
為

の
対
象
と
し
た
医
療
施
設
)、
さ
ら
に
は
就
業
斡
旋
組
織
等

の
拡
大

・
充
実
に
よ
り
、
農
村
出
身
者

の
都
市
地
域

で
の
就
業

・
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
移
動
を
助
長
し
て
い

る
こ
と
、
な
ど
が
指
摘

で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
都
市

へ
の
農
村
出
身
労
働
力
の
流

入
を
都
市
側
か
ら
阻
害
す
る
要
因
は
ま
す
ま
す
減
少
し
、
農
村
出
身

者

の
就
業

・
生
活

の
場
と
し
て
の
都
市

で
の
定
着
は
さ
ら
に
拡
大
す

猿
馨

"

磐購騨
7

脇
r-

°,

上海の民工小学校(2001年 筆者撮影)

中国における農村労働力移動の深化 と課題9i



る
も
の
と
予
想
で
き
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
別

し
て
二
点

に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
前
述
し
た
膨
大
な
規
模
に
拡
大

し
た
農
村
労
働
力
の
都
市

へ
の
流
動

の
実
態
と
、
彼
ら
の
都
市

で
の

就
業
実
態
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前

述
し
た
都

市

へ
の
農
村
人
口
移
動
に
お
け
る
質
的
な
転
換

の
実
態

を
、

マ
ク

ロ
的
な
農
村
人

口
動
態
調
査
お
よ
び
就
業
実
態
調
査

の
結

果
と
、
筆

者
等
研
究
チ
ー
ム
に
よ
る
広
東
省
に
お
け
る
現
地
調
査

の

結
果
の
両
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
作
業
に
よ
っ

て
、
現
代

の
中
国
の
都
市
社
会
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
農
村
出
身

の
新
た
な
移
住
者
層
の
移
住
の
プ

ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
に

お
け
る
問
題
を
分
析
す
る
手
が
か
り
と
し
た
い
と
考
え
る
。

な
ぜ
本
稿

で
、
こ
う
し
た
農
村
労
働
力
の
都
市
地
域

へ
の
継
続
的

な
流
入
、
都
市
で
の
就
業
実
態
、
そ
し
て
都
市
地
域

へ
の
定
着
を
問

題

に
す
る

の
か
。

ω

そ
れ
は
ま
ず
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
都
市
に
お
け
る
農

村
出
身
労
働
者

の
劣
悪

な
就
業
環
境
が
し
ぼ
し
ば
大
き
な
社
会
問
題

と
な

っ
て
き
た
こ
と
。

②

さ
ら
に
、
周
知

の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
発
展
途
上

国
の
経
験

で
は
、
農
村
地
域
の
余
剰
労
働
力

の
都
市
地
域

へ
の
人

口

集
中
は
、
当
該
国
の
経
済
発
展
に
と

っ
て
は
安
価
な
労
働
力

の
供
給

な
ど
メ
リ

ッ
ト
も
大
き

い
も
の
の
、

一
方
で
そ
の
流
入
が
あ
ま
り
に

急
激

で
あ

る
場
合
に
は
、
都
市
地
域
に
お
い
て
、
過
剰
都
市
化
を
促

進
し
、

ス
ラ
ム
に
代
表
さ
れ
る
都
市
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
セ
ク
タ
ー
の

形
成
を
助
長
す
る
な
ど
、
都
市
環
境
や
都
市
社

会
に
対
す
る

マ
イ
ナ

ス
の
影
響
は
無
視
で
き
な
い
現
状
に
あ
る
こ
と
、
な
ど

の
要
因
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
情
を
勘
案
す
れ
ば
、
は
た
し

て
中
国
に
お
け
る
大
量

の
農
村
出
身
労
働
力
の
都
市
地
域

へ
の
流
入

は
、
現
状
で
ど
の
よ
う

な
状
態
に
あ
る
の
か
、
ま
た
彼
ら
は
都
市
流

入
後
も
長
期
に
わ
た

っ

て
都
市
地
域

に
残
留
し
定
着
し
て
い
く

の
か
、

な
ど
が
、

こ
れ
か
ら

の
中
国
社
会
に
お
い
て
ま
す
ま
す
大
き
な
問
題

と
な

っ
て
く
る
と
考

え
ら
れ
る
。

い
う
ま

で
も
な
く
、
中
国
は
人
口

一
三
億
人

を
超
え
る
人
口
大
国

で
あ
る
。

こ
の
国
の
農
村
人
口
が
大
挙
し
て
都
市

へ
移
動
し
、
そ
の

多
く

の
部
分
が
都
市

へ
の
定
着
を
開
始
し
た

ら
、
中
国

の
都
市
経

済

・
社
会
に
与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

そ
の
移
動
規
模

の
程

度
に
よ

っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
社
会

の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
変

え
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。

農
村
労
働
力
流
動
の
拡
大
と
挙
家
移
動

e

農
村
労
働
力
流
動
の
拡
大

ま
ず
、
近
年

の
農
村
労
働
力
移
動

の
概
要
を

み
て
み
よ
う
。
前
述

し
た
よ
う
に
、
都
市
人
口
も
含
め
た
移
動
人
口
規
模
は
、
二
〇
〇
五
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年

=

月

一
日
の
調
査
結
果
と
し
て
、
総
人

口

=
二
・〇
六
億
人
に

対
し
て
、

流
動
人

口
は

一
・四
七
億
人

(
=

・三
%
)

で
あ

っ
た

が
、
二
〇

〇
五
年

=

月
に
出
版
さ
れ
た

『中
国
農
村
労
働
力
調
研

バ
リ
　

報
告

二
〇
〇
五
』
(以
下
、
『調
研
報
告
』
と
略
す
)

に
は
、
国
家

統
計
局
が
実
施
し
た
中
国
の
農
村
労
働
力

の
就
業
実
態
に
関
す
る
サ

ン
プ

ル
調
査

の
結
果

(二
〇
〇
四
年
末

の
数
値
)
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

こ
の
二
〇
〇
四
年
末

の
地
域
外
流
出
農
村
労
働
力
総
数

は

一
・

ム
ロ
　

一
八
億
人
と
、

二
〇
〇
三
年
末
と
の
比
較

で
四
三
三
万
人
増
加
し
て

い
る
。
こ
の
人
口
規
模
は
前
述

の
全
流
動
人

口
の
約
八
割
を
占
め
て

お
り
、
い
か
に
移
動
人
口
に
占
め
る
農
村
出
身
者
の
比
率
が
高

い
か

が
理
解

で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、

こ
の
地
域
外
流
出
農
村
労
働
力
総
数

一
・
一
八
億
人
は
、

中
国
の
農

村
労
働
力
総
数
の
実
に
二
三
・八
%
に
相
当
す
る
規
模
で

あ
る
。

つ
ま
り
、
農
村
労
働
力
に
限

っ
て
み
れ
ば
、
す
で
に
四
人
に

一
人
が
地
域
外

に
移
動
を
開
始
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
出

身
地
域
別

に
区
分
す
る
と
、
東
部
地
域
出
身
が
三
九
三
四
万
人

(三

三
・三
%
)
、
中
部
地
域
出
身
が
四
七
二
八
万
人

(四
〇
・○
%
)、
西

部
地
域
出
身
が
三

一
六

一
万
人

(二
六
・七
%
)
と
、
中
西
部
地
域

ム
に
　

出
身
者
が
あ
わ
せ
て
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
に
対

し
て
流
入
地
域
別
で
は
、
全
体

の
七
〇

・○
%
が
東
部
地
域
に
流
入

し
、

こ
の
東
部

地
域

へ
の
集
中
傾
向

は
、

二
〇
〇

三
年

(六

八
・

○
%
)
よ
り
も
さ
ら
に
強
ま

っ
て
い
る
。
逆

に
西
部
地
域

へ
の
流
入

は
二
〇
〇
三
年

の

一
七
・
一
%
か
ら
二
〇
〇
四
年

の

一
五
・六
%

へ
と

減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
農
村
労
働
力
流

動
の
主
要
な
移
動
方
向
は
、
相
対
的
に
経
済
発
展
の
遅
れ
た
内
陸
部

の
農
村
地
域
か
ら
、
経
済
発
展

の
著
し
い
沿
海
部
の
都
市

へ
の
流
動

と
い
う
大
き
な
方
向
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
く
に
、
農
村
労
働
力
の
流
入
先

に
注
目
す

る
と
、
東
部
諸
省

の

中
で
も
、
と
く
に
経
済

の
発
展
し
た
い
く

つ
か

の
省

へ
の
集
中
が
著

し

い
。

つ
ま
り
、
広
東
省

へ
の
流
入
は
二
八

・
四
%
と
も

っ
と
も
多

く
、
流
動
化
し
た
農
村
労
働
力

の
実

に
三
割
弱

が
広
東
省
に
流
入
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
続

い
て
、
漸
江
省

(八
・
一
%
)
、
江
蘇

省

(六
・八
%
)、
山
東
省

(四
・七
%
)、
上
海
市

(
四
・四
%
)
、
福

建
省

(四
・
二
%
)
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。
ま

た
、
流
動
し
た
農
村

労
働
力

の
六

二
・
四
%
が
地
区
級
市
以
上

の
大
中
都
市
に
流
入
し
て

ハ
ロ
　

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
代
中
国
の
農
村
人
口
移
動
は
内

陸
農
村
か
ら
沿
海
地
域

の
都
市

へ
と
い
う
移
動
パ
タ
ー
ン
が
よ
り
鮮

明
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

口

「挙
家
」
移
動
の
拡
大

さ
て
、
前
述

し
た
よ
う
に
、
本
稿
に
お
け

る
も
う

一
つ
の
関
心

は
、
流
動
規
模
の
拡
大
現
象

に
付
随
す
る
、
そ

の
質
的
変
化
、
と
く

に
都
市

で
の
定
着

の
実
態
解
明
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
今
回

の

『調
研
報
告
』

の
調
査
に
お
い
て
、
「挙
家

」

(
一
家
を
挙
げ

て

の
)
移
動

で
地
域
外

に
流
動

し
て
い
る
労
働

力
数
が
調
査
対
象
と

な

っ
た
点
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
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こ
の
調
査
結
果
に
お
け
る
、

「挙
家
」

で
の
流
動
人
口
は
二
四
七

〇
万
人

(総
流
出
労
働
力
の
二
〇
・九
%
)
と
、
非
常

に
高

い
水
準

と
な

っ
て

い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
挙
家

で
の
農
村
か
ら
都
市

へ

の
移
動

は
、
事
実
上
の

一
家
を
挙
げ
て
の
都
市

へ
の

「移
住
」
を
意

味

し
て
お
り
、
農
村
で
の
人
口
圧
力
の
高
ま
り
が
し
だ
い
に
都
市

へ

の
大
き
な

人
口
圧
力
と
変
化
し
、
さ
ら
に
そ
の
二
割
も
の
人
口
が
都

市

へ
の
定
着
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
態

は
我
々
の
予
想
よ
り
も
大
き
く
進
ん
で
い
る
。

〔
[

農
村
労
働
力
の
都
市

で
の
就
業
と
課
題

こ
の
よ

う
に
、
農
村
労
働
力

の
都
市
で
の
就
業
が
深
化
し
て
い
る

が
、
彼
ら

の
都
市
で
の
就
業
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
ろ
う

か
。
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
戸
籍
管
理
制
度

に
よ
っ
て
農
村
出
身

者

の
都
市

で
の
就
業
に
は
制
度
的
に
大
き
な
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い

た
が
、
経
済

・
社
会
的
に
み
て
も
、
そ
こ
に
は
大
き
な
壁
と
も

い
う

べ
き
、

い
く
つ
か
の
大
き
な
問
題
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が

『調
研

報
告
』

で
は
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ω

低

賃
金
と
地
域
間
格
差

中
国

の
都
市
に
お
い
て
は
、
農
村
出
身
労
働
者
と
都
市
労
働
者
の

間
に
大
き
な
賃
金
格
差

が
存
在
し
て
い
る
。
前
者
は
平
均
月
額
七
八

〇
元

で
あ
り
、
後
者

の
そ
れ
は

一
三
三
五
元
で
、
前
者

は
後
者
の
五

バけ
　

八
%
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
農
村
労
働
力

の
間
に
お
い
て
も
格
差
は

存
在

し
て
い
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
都
市
に
お
け
る
農
村
労
働

力

の
平
均
賃
金

は
月
額
七
八
〇
元
で
あ
る
が
、
東
部
地
域

の
そ
れ
は

七
九
八
元
、
以
下
、
中
部
地
域
七
二
四
元
、
西
部
地
域
七
〇

一
元
と

な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
階
層
別
に
見
る
と
、
月
額
三
〇
〇
元
以
下
七

・六
%
、
三

〇
〇
～
五
〇
〇
元

一
七
・八
%
、
五
〇
〇
～
八
〇
〇
元
三
七

・○
%
、

八
〇
〇
～

一
〇
〇
〇
元

一
六
・四
%
、

一
〇
〇

〇
元
以
上
二

一
・
二
%

で
、
月
額
賃
金
が
五
〇
〇
元
に
達
し
な
い
階
層

が
四
分

の

一
に
達
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
農
村
出
身
者
は
都
市

に
お
け
る
低
所
得
階

層
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
理
解

で
き
よ
う
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
省
間

の
賃
金
格
差
も
大
き

い
。
例
え
ば
、
同
じ

東
部
地
域

の
中
で
も
、
北
京
市
、
上
海
市
、
江
蘇
省
、
漸
江
省
、
福

建
省

の
賃
金
水
準
は
平
均
額
を
上
回

っ
て
い
る
が
、
河
北
省
、
山
東

省
、
広
東
省
は
下
回

っ
て
い
る
と
い
う
。
と
く

に
地
域
外
流
出
農
村

労
働
力
が
も

っ
と
も
集
中
し
て
い
る
広
東
省
は
七
〇
二
元
と
、
東
部

地
域
平
均
七
九
八
元

の
八
八
・○
%
の
水
準
し

か
達
し
て
い
な

い
こ

と
に
な
る
。
二
〇
〇
三
年
～
二
〇
〇
四
年
に
か
け
て
、
広
東
省
等
に

お

い
て
、

い
わ
ゆ
る

「民
工
荒
」
現
象

(農
村

出
身
労
働
力
の
局
地

的
な
不
足
現
象
)
が
出
現
し
た
が
、
こ
の
現
象

が
広
東
省

に
多
か
っ

た
理
由
は
、

こ
の
賃
金
格
差
問
題

の
存
在
と
無
縁

で
は
な

い
だ
ろ

う
。②

就
業
支
援
シ
ス
テ
ム
の
不
備

前
述
し
た
よ
う
に
、
農
村
経
済

の
停
滞

に
対

す
る
対
策

の

一
つ
と

し
て
、
近
年
、
中
国
政
府
は
農
村
戸
籍
者

の
都
市

へ
の
移
動
制
限
の
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緩
和
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
は
、
①
従
来
農
村
出
身
者
が
都
市
で
就

業

で
き
る
業
種
に
規
制
が
あ

っ
た
も

の
を
徐
々
に
緩
和
す
る
、
②
賃

金

の
未
払

い
や
、
長
時
間
労
働
、
労
災
等

の
面
か
ら
農
村
出
身
者
を

保
護
す
る
、
③
労
働
協
約

の
締
結
、
失
業
保
険

へ
の
加
入
を
促
進
す

る
、
等

の
内
容
か
ら
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
都
市
に
お
い
て
様
々

な
業
種

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
農
村
出
身
労
働
力
で
あ
る

が
、
そ
の
社
会
的
な
地
位
は
十
分

に
尊
重
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
わ
ば

使

い
捨

て
状
態
で
あ
っ
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
う
し
た

劣
悪
な
状
況
に
、
よ
う
や
く
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ

る
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
措
置
も
ま
だ
問
題
を
す
べ
て
解
決
で
き
た
わ

け

で
は
な

い
。
例
え
ば
、
『調
研
報
告
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
〇

〇
四
年

の
調
査

で
も
、

い
ま
だ
六

・
一
%
の
地
域
外
流
出
農
村
労
働

力
が
賃
金

の
未
払
い
状
態

に
お
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
三
四
・○
%

の
労
働
力

が
労
働
協
約
を
締
結
さ
れ
な
い
条
件

の
下
で
の
就
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
さ
ら
に
八
八
・五
%
の
労
働
力
は
失
業
保
険
に
加
入

し
て
い
な

い
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
賃

金
が
全
額
支
払
わ
れ
ず
、

一
部
が
強
制
的
に
貯
金
さ
せ
ら
れ
、
結
局

最
終
的

に
受
け
取
れ
な
か

っ
た
事
例
や
、
異
常
に
長
い
労
働
時
間
、

休
日
も
満
足
に
取
れ
な

い
状
況
、
有
害
な
排
水
や
煤
煙
等
を
伴
う
劣

悪
な
職
場
環
境
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解

決
し
、
地
域
外
流
出
農
村
労
働
力
が
満
足
な
状
態

で
就
業
で
き
る
環

境

の
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

農
村
労
働
力
の
都
市
で
の
定
着
プ
ロ
セ
ス

ー

広
東
省
深
馴
市
M
社
の
調
査
事
例
か
ら
i

e

調
査
の
概
要

さ
て
、

こ
う
し
て
都
市

へ
定
着
す
る
農
村

出
身
者
が
増
加
す
る

中
、
彼
ら
の
都
市

へ
の
定
着
パ
タ
ー
ン
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
プ

ロ
セ
ス
を
た
ど

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
実
態

の
解
明
は
、

マ
ク
ロ
的
な
統
計

に
な
じ
ま
な
い
研
究
分
野

で
あ
る
た
め
、
筆
者
を

構
成
メ
ン
バ
ー
と
す
る
研
究
チ
ー
ム

(以
下
研

究
チ
ー
ム
と
す
る
)

に
よ
る
現
地
調
査

の
結
果
を
援
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

研
究
チ
ー
ム
は
、
二
〇
〇
四
年
八
月
上
旬

に
広
東
省
深
馴
市

に
立

バ
ほ
　

地
す
る
日
系
企
業
M
社
に
お
い
て
調
査
を
行

っ
た
。
M
社
は
横
浜
市

に
本
社
を
置
く
電
子

・
通
信
機
器
メ
ー
カ
ー
M
製
作
所

の
海
外
生
産

拠
点

で
あ
り
、

一
九
八
九
年
に
M
製
作
所

の
香
港
現
地
法
人
の
中
国

工
場
と
し
て
委
託
加
工
方
式

で
M
社
が
設
立
さ

れ
て
い
る
。
業
務
内

容
は

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
関
連
機
器
等
の
部
品
製
造

で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
M
社
で
は
、
過
去

一
九
九
二
年
、

一
九
九
八
年

に
、
今
回
と
ほ
ぼ

共
通

の
質
問
事
項
を
用
い
て
、
同
様
な
方
法
に
よ

っ
て
従
業
員
ア
ン

　
め
　

ケ

ー

ト

調

査

を

実

施

し

て

い

る
。

中国における農村労働力移動の深化 と課題95



口

調
査
対
象
者
の
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

ま

ず

、

こ

こ

で
調

査

対

象

者

の

フ

ェ
イ

ス

シ
ー

ト

に

つ

い

て
確

認

ム
ロ
　

し
よ
う

(表
1
参
照
)
。

調
査
対
象
者

の
職
階
は
、
①

一
般

ワ
ー
カ
ー
、
②
末
端
管
理
者
、

③
技
術
系
職
員
、
④
通
訳

・
事
務
員
、
⑤

そ
の
他
、
に
分
け
ら
れ

る
。

二
〇
〇
四
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
階
分
布

は
、
①
七
五
・
五
%
、

②
七

・七
%
、
③
七
二

%
、
④
三
二

%
、
⑤
三
・
一
%
で
あ

っ
た
。

な
お
本
稿

で
、
「中
間
層
」

と
称

す
る
の
は
、
②

～
④

の
従
業
員

で
、
あ
わ
せ
て
二
二
・○
%
の
職
員
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

次
に
性
別
は
、
男
性
二
〇
・九
%
、
女
性
七
九
・
一
%
と
、
女
性
比

率
が
か
な
り
高

い
。

こ
れ
は
三
回

の
調
査
に
共
通
し
た
特
徴
で
あ

る
。

つ
づ

い
て
年
齢
構
成
を
表
1
の
よ
う
に
五
階
層
に
区
分
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ

の
区
分

の
比
率
を
み
る
と
、

一
九
～
二
〇
歳
の
比
率
が
二

五
・三
%
と
も

っ
と
も
高

い
。
ま
た
平
均
年
齢
は
二
二
・
一
歳
と
、
過

去
二
回
と

ほ
と
ん
ど
差
は
な

い
。
教
育
水
準

で
は
、
中
学
校
卒
業
程

度
が
五
九

・○
%
と
高

い
。

ま
た
、

調
査
対
象
者
中

の
農
村
戸
籍
者

の
比
率

は
八
六

・八
%

で
、
三
回

の
調
査
と
も
農
村
戸
籍
者

の
占
め
る
比
率
は
極
め
て
高

い

。こ
の
よ
う
に
、
九
二
年
、
九
八
年
、
〇
四
年

の
三
回
の
調
査
結
果

を
比
較
す

る
と
、
各
回
若
干

の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
大
き

な
変
化
は

み
ら
れ
ず
、
中
学
校
卒
業
程
度

の
学
歴
を
有
す
る
農
村
出

身
女
性
労
働
者
が
M
社

の
従
業
員
の
大
部
分
を
構
成
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

日

出
身
地
域
の
経
済
的
変
化
と
労
働
力
移
動

つ
ぎ

に
、
農
村
出
身
労
働
者

の
出
身
地
域

に
お
け
る
就
業
機
会
に

つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
表

2
は

「実
家
付
近

の
郷
鎮
企
業

へ
の
就
業

は
困
難
か
」
と
い
う
設
問

に
対
す

る
回
答

で
あ
る
。
「非
常
に
困

難
」
が
九
二
年
○
・六
%
、
九
八
年
八
・
一
%
、
〇
四
年
二
二
・○
%
、

「や
や
困
難
」
が
二
六
・八
%
、
九
八
年
三
六

・
二
%
、
〇
四
年
三
八
・

五
%
と
、
と
も
に
上
昇
し
て
お
り
、
出
身
地
域

で
の
非
農
業
部
門

の

就
業
が
徐

々
に
困
難
と
な
り

つ
つ
あ
る
現
状
が
理
解
で
き
る
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
が
認
識
し
て
い
る
地
元
郷
鎮
企
業

の

平
均
月
額
賃
金
は
九
八
年
三
九
三
・
一
元
、
〇

四
年
四
七
五
・七
元
と

な

っ
て
お
り
、
こ
れ
は
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
本

人
の
九
八
年
、
〇
四

年
平
均
月
額
賃
金
五
六
九
・五
元
、
七
四
七

・
五
元
の
そ
れ
ぞ
れ
六

九
%
、
六
三
・六
%
で
あ
る
。
M
社
の
平
均
賃

金

の
方
が
依
然
と
し

て
高
く
、
地
元
の
郷
鎮
企
業

の
平
均
賃
金
と

の
格
差

は
む
し
ろ
拡
大

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
農
村
出
身
労
働
者

に
と

っ
て
地
元
で
の

就
業
は
、
そ
も
そ
も
就
業
機
会
が
非
常
に
限
定
的

で
あ
る
問
題
と
、

低
賃
金
と
い
う
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
出
身
農
村
地
域

の
経
済
状
況
に
よ
り
、
農
村
出
身
労
働

者

の
実
家

へ
の
仕
送
り
は
増
大
傾
向

に
あ
る
。
仕
送
り
し
て
い
る
者

の
比
率

は
九
二
年
六
五

・三
%
、
九
八
年
七
〇

・
四
%
、
〇
四
年
七
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表1調 査 対 象者 の フェ イス シー ト

単位:%、 人

04年

92年 98年

実数 構成比

一 般 ワー カ ー 79.0 75.5 66 72.5
職

階
中間層

その他

21.0

0.0

21.4

3.1

20

5

22.0

5.5

性 男性 zz.8 30.6 19 20.9

別 女性 76.9 69.4 72 79.1

18歳 以下 17.5 13.3 14 15.4

年 19-20歳 32.5 25.4 23 25.3

齢 21-22歳 27.2 23.5 22 24.2

構 23-24歳 17.5
.,

15 16.5

成 25歳 以上 5.3 19.4 17 18.6

平均年齢 20.8 22.6 22.1 22.1

学 小学校卒業程度 2.7 13.3 10 11.0

歴 中学校卒業程度 70.3 63.2 54 59.0

構 高校卒業程度 23.4 ., 25 27.5

成 大学卒業程度 3.6 5.1 2 2.2

戸 農村戸籍 88.1 78.4 79 ..

籍 都市戸籍 11.9 21.6 12 13.2

出所:M社 従業員ア ンケー ト調査結果か ら作成。

表2設 問 「実家付近の郷鎮企業への就業は

困難か」に対する回答

単位:%、 人

92年 98年
04年

実数 構成比

非常 に困難

やや困難

困難でない

0.6

・:

72.6

8.1

36.2

55.7

20

35

36

22.0

38.5

39.5

計 100.0 100.0 91 ioo.o

出所:M社 従業員ア ンケー ト調査結果か ら作成。
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六
・九
%
で
あ
り
、
そ

の
比
率

は
か
な
り
高
く
、
か

つ
上
昇
傾
向
に

あ
る
。

調
査
対
象
者

の
平
均
月
額
賃
金

か
ら
平
均
年
収
を
推
計
し
、
調
査

結
果
か
ら
得
ら
れ
た
出
身
家
庭

の
平
均
年
収

(調
査
対
象
者
本
人
の

所
得
は
含
ま
な

い
)
と
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
比
率
も
増
大
傾
向

に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
出
身
農
村
の
限
ら
れ
た
就
業
機
会
、
低
い

賃
金
水
準
な
ど
に
よ
り
、
労
働
者

の
地
域
外
流
出
の
要
因
は
ま
す
ま

す
強
化
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
今
後
も
彼
ら
を
都
市
地
域

ヘ
プ

ッ
シ
ュ
す

る
圧
力
は
相
変
わ
ら
ず
高

い
水
準

で
推
移
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
M
社
従
業
員
の
都
市
に
お
け
る
定
着

の
プ

ロ
セ
ス
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
今
回
の
調
査
で
は
、
調
査
対
象
者

の
家
族

の
所
在

地
、
就
業
形
態
お
よ
び
今
後
の
居
住

・
就
業
に
関
す
る
意
向
等
を
中

心
に
質
問
し
た
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
、
農
村

出
身
者
の
都
市
地
域

に
お
け
る
滞
在
期
間

の
長
期
化
、
さ
ら
に
は
移

住
の
実
態
を
明
ら
か

ム
お
　

に
す

る

こ
と

を

意

識

し

た

も

の

で
あ

っ
た

。

(四)

出
稼
ぎ
か
ら
移
住

へ

「挙
家
」
移
動
の
深
化

こ
の
点
は
前
述
の

『
調
研
報
告
』

の
記
述
と
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
。



ま
ず
、
総
サ

ン
プ

ル
九

一
の
う
ち
、
本
人
以
外

の
家
族

の
誰
か

ムに
　

(主
に
兄
弟
、
両
親
、
配
偶
者
)
が
深
馴
市
に
や

っ
て
き
て
い
る
家

庭
は
三
三

(三
六

・
三
%
、
以
下

「兄
弟

・
姉
妹
と
同
居
」
と
す

ハ
ね
　

る
)
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
両
親
ま
た
は
配
偶
者
が
深
馴
市
内
に
居

住
し
就
業

し
て
い
る
家
庭
、

つ
ま
り
、
ほ
ぼ
世
帯
を
挙
げ

て
深
洲
市

に
移
動

し
て
き

て
い
る
世
帯

は

一
四

(
一
五
・四
%
、
以
下

「家
族

と
同
居
」

と
す

る
)

で
あ

っ
た
。

こ
の

一
五

・
四
%
と

い
う
数
値

は
、
前
述

し
た

「挙
家
」
移
動
者
が
全
体

の
約

二
割
と

い
う

『
調
研

報
告
』

の
数
値
と
ほ
ぼ
符
合
し
て
い
る
。

な
お
、
前
回
ま
で
の
M
社

の
調
査
に
お
い
て
、
こ
の
項
目
と
全
く

同

一
の
項

目
は
質
問
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
事
例
は

ご
く
限
ら
れ
た
事
例
と
し

て
見
受
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し

た
事
例
が

一
定

の
比
率

に
増
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
今
回
の
調
査

結
果
の
特
徴
と
い
え
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
他
の
研
究
事
例
に
お

ム
リ
　

い
て
も
、

こ
う
し
た
世
帯
が

一
九
九
〇
年
代
に
皆
無
で
あ

っ
た
わ
け

で
は
な

い
。
し
か
し
、
我
々
の
前
回
ま
で
の
二
回
の
調
査
結
果
で
は

事
例
と
し

て
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た

(前
回
ま
で
の
二
回
の

調
査

で
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な

っ
た

一
九
九
二
年

一

例
、

一
九
九
八
年

一
例

の
み
で
あ

っ
た
)
だ
け
に
、

こ
こ
六
年
余

の

間
に
こ
れ

ほ
ど
の
比
率

に
増
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
研
究
チ
ー
ム

に
と

っ
て
驚
き
で
あ

っ
た
。

こ
の

一
四
世
帯
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
に
よ
れ
ば
、
多

く
の
事
例

(
=

事
例
)

で
、
彼
ら

一
家
が
深
別
市
に
移
動
し
て
く

る
プ

ロ
セ
ス
は
お
よ
そ
以
下

の
通
り
で
あ

っ
た
。

ま
ず
、
世
帯
構
成
員
の
う
ち
、
は
じ
め
に
深
馴
市
に
や

っ
て
き
た

の
は
現
在
の
M
社
従
業
員
で
あ
る
調
査
対
象
者

ま
た
は
彼
ら
の
兄
弟

で
あ
る
後
継
者
層

で
あ

っ
た
。
そ

の
数
年
後
に
彼
ら
の
同
僚
の
ほ
と

ん
ど
は
故
郷
に
帰
還
し
た
が

(前
述
し
た
よ
う

に
、
当
時
は
従
業
員

の
圧
倒
的
な
部
分
が

「出
稼
ぎ
」
と
し
て
就
業
後
数
年

で
帰
郷
し
て

い
る
)
、
彼
ら
は
何
ら
か
の
事
情
、
例
え
ば
、
技
能
や
管
理
能
力
を

認
め
ら
れ
て
の
ラ
イ
ン
長
等

の
中
間
層

へ
の
昇
格
や
、
深
馴
市
で
知

り
合

っ
た
現
在

の
配
偶
者
と

の
結
婚
に
よ

っ
て
故
郷

へ
の
帰
還
を
留

保
し
た
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
多

く
の
事
例

(三
三
事
例
中

二
八
事

例
)
で
は
、
こ
の
時
期

に
本
人
と
相
前
後
し
て
兄
弟

・
親
戚
も
深
別

市
に
移
動
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
れ
は
本
人
か
ら
深
別
市
付
近
の
就

ム
お
　

業
機
会
、
賃
金
、
生
活
等

に
関
す
る
有
益
な
情
報
が
伝
え
ら
れ
、
ま

た
は
先
行
し
た
兄
弟

・
親
戚
か
ら
そ
う
し
た
情
報
を
本
人
が
得
て
深

馴
市
に
移
動
し
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
数
年
後
自
ら
の
出
産
ま
た
は
配
偶
者

の
出
産
に
よ

っ
て
、

多
く
の
事
例

(九
事
例
)
で
は
定
着
は
よ
り
強
化
さ
れ
て
い
く
。
こ

れ
は

一
般
に
中
国
に
お
い
て
は
夫
婦
と
も
仕
事

を
持

つ
傾
向
が
強
い

ム　
　

た
め
、
あ
る
い
は
都
市

で
の
生
活

の
た
め
に
は
経
済
的
に
よ
り
多
く

の
世
帯
構
成
員
の
就
業
が
必
要
と
な
る
た
め
、
出
産
を
機
会
に
乳
幼

児
の
養
育

の
た
め
、
自
ら
ま
た
は
配
偶
者
の
母
親
層
を
深
馴
市
に
呼

び
寄
せ
る
傾
向
が
高

い
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し

て
故
郷
の
世
帯

の
構

成
員
の
さ
ら
に
多
く
の
部
分
が
深
馴
市
に
移
動

し
は
じ
め
る
。
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こ
の
後

、
世
帯

の
深
馴
市

へ
の
移
動
は
父
親
層

の
移
動
に
よ
っ
て

ほ
ぼ
完
成

す
る

(す
で
に
完
成

し
た
世
帯
は
七
事
例
)。

こ
れ
を
も

た
ら
す
要

因
と
し
て
は
、
前
述

し
た
よ
う
な
故
郷

の
農
村
地
域
で
の

経
済
的
な
困
難
が
大
き
な
背
景
と
し
て
あ
り
、
さ
ら
に
深
馴
市
な
ど

の
都
市
地

域
に
は
父
親
世
代

で
も
就
業
可
能
な

一
定

の
規
模
の
就
業

機
会

が
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
香

港

・
深
馴
市
内
向
け
の
高
級
農
産
物
を
生
産
す
る
農
場
で
の
農
業
労

働
者
、
都
市
近
郊
農
民
が
放
棄

し
た
農
地
を
借
地
し
野
菜
生
産
を
お

こ
な
う
借
地
農
、
廃
品
回
収
業
者
、
露
店
商
、
小
規
模
な
運
送
業
者

な
ど
、
そ

の
所
得
水
準
は
都
市
戸
籍
を
有
す
る
住
民
の
平
均
的
水
準

か
ら
考
え

れ
ば
高
く
な
い
も
の
の
、
故
郷

の
数
倍

の
所
得
を
得
る
こ

と
が
で
き

る
職
種
が
深
馴
市
な
ど
の
中
国
の
大
都
市

に
は
多
数
存
在

ム
リ
　

し
て
い
る

の
で
あ
る
。
調
査
結
果
か
ら
は
従
業
員
本
人
の
両
親
世
代

が
深
馴
市

に
移
動
し
た
後
の

一
人
当
た
り
平
均
年
間
所
得
は
七
八
六

〇
・
八
元

と
、
従
業
員
本
人

の
所
得
に
は
及
ぼ
な

い
も

の
の
、
調
査

ハ
お
　

当
時

の
中

国
の
農
民

一
人
当
た
り
所
得
二
四
七
五
・六
元
と
比
較
す

れ
ば
か
な

り
高
い
水
準
に
あ
る
。

㈲

都
市
地
域
へ
の
移
動
の
深
化

こ
う
し

て
、
我
々
の
調
査
事
例
か
ら
は
農
村
出
身
者
の
都
市
地
域

へ
の
移
動

が
深
ま
り

つ
つ
あ
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
る

が
、
M
社

の
調
査
か
ら
は
、
今
後

こ
の
現
象
は
ど
の
よ
う
な
趨
勢
を

示
す

の
で
あ
ろ
う
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
従
業
員
の
将
来
設
計
を
尋
ね
て
い
る
。

「故
郷
に
帰
り
農
業
に
従
事
す
る
、
あ
る
い
は
農
業
以
外

の
産
業

に

従
事
」
と

い
う
従
業
員

は
、

「家
族
と
同
居

」
世
帯

で
は
三
〇

・

八
%
、

「兄
弟

・
姉
妹
と
同
居
」
世
帯

で
は
四
七
・
一
%
、
「本
人
の

み
」
世
帯

で
は
四
六
・
一
%
と
、

「家
族

の
み
」
世
帯

の
出
身
地
域
と

の
紐
帯
は
弱
く
な
っ
て
い
る
。
逆
に

「地
域
外

の
工
場
で
働
き
続
け

る
、
あ
る
い
は
地
域
外
で
工
場
以
外

の
仕
事
を
探
す
」
と

い
う
従
業

員
は
、

「家
族
と
同
居
」
世
帯

で
は
五
三
・九

%
、
「兄
弟

・
姉
妹
と

同
居
」
世
帯

で
は
三
五
・
三
%
、

「本
人

の
み
」
世
帯

で
は
二
八

・

九
%
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

い
わ
ゆ
る

「挙
家
」
移
動

で
あ
る

「家
族
と
同

居
」
世
帯

の
従
業
員
は
、
都
市

へ
の
定
住
傾
向

が
強
く
、
出
身
地
域

外
に
お
い
て
働
き
続
け
た

い
と
い
う
希
望
を
有

し
て
い
る
結
果
が
得

ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
対
し
て

「出
稼
ぎ
」
的

移
動
で
あ
る

「本
人

の
み
」
世
帯
は
帰
郷
意
識
が
強

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

ま
と
め
に
か
え
て

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
現
代
の
中
国

に
お
け
る
農
村
労
働

力
移
動
は
、
そ
の
移
動
人
口
規
模
を
拡
大
し
、
さ
ら
に
流
動
人
口
中

の
約

二
割
に
も
お
よ
ぶ
農
村
人
口
が

「挙
家
」

で
都
市
に
定
着
し

つ

つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
ま
た
M
社

の
事
例
に
み
る
よ
う

に
、
こ
の
定
着
の
プ

ロ
セ
ス
に
も

一
定

の
パ
タ

ー
ン
が
あ
る
こ
と
も
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わ
か

っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
農
村
労
働
力

の
都
市

へ
の
移
動

・
定
着

が
都
市
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
は
す
で

に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

本
稿
の
最
後
に
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
べ
き
い
く

つ
か
の
課
題

を
あ
げ
、
今
後
の
研
究
に
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

ω

M
社
の
事
例
で
は
、
都
市

の
企
業
で
就
業
す
る
農
村
出
身
者

の
都
市
で
の
定
着
パ
タ
ー
ン
を
分
析
し
た
が
、
そ
も
そ
も
都
市

の
外

資
系
企
業
等
に
就
職
可
能
な
階
層
は
、
大
部
分
が
若
年
女
性
に
限
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
他

の
階
層
、
例
え
ば
建
設
労
働
者

(若

年
男
性
中

心
)、
露
店
商
、
靴
磨
き
、
廃
品
回
収
業
者
等

の
都
市
雑

業
層

(中
高
年
中
心
)
は
ど
う
や
っ
て
都
市
に
定
着
す
る
の
か
、
あ

る
い
は
こ
う
い
っ
た
階
層

は
都
市
に
定
着
で
き
な
い
の
か
。

こ
の
点

に
つ
い
て
の
研
究
が
必
要
と
な
る
。

②

農

村
出
身
者
は
都
市
に
定
着
後
、
ど
う

い
っ
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
し
、
就
業

・
生
活
を
し
て
い
く
の
か
。
こ
の
問
題
に

つ

い
て
は
、
我
々
の
研
究

チ
ー
ム
に
お
い
て
原
田
忠
直
、
西
野
真
由
、

大
島

一
二
で
す
で
に
初

歩
的
な
調
査
研
究
を
実
施
し
、
彼
ら
が
形
成

し

っ
っ
あ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
分
析
を
行

っ
た
が

[原
田

・

西
野

・
大
島

二
〇
〇

二
]
、

い
ま
だ
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な

い
点
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要

で

あ
る
。

㈹

最
後
に
、
こ
う
し
て
形
成
さ
れ

つ
つ
あ
る
、
都
市
に
お
け
る

農
村
出
身
者
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
都
市
社
会
に
与
え
る
影
響
を
明
ら

か
に
す
る
研
究
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
残
さ
れ
た
課
題
を
今
後
も
検
討

し
、
農
村
労
働
力
の
都

市

へ
の
移
動

・
定
着

の
全
体
像
を
さ
ら
に
明

ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。注〈

1
>

中
華

人

民
共
和

国
国

家
統

計
局

「
二
〇

〇
五

年
全

国

一
%
人

口

抽
様

調
査

主
要

数
据

広
報

」

二
〇
〇

六
年

三

月

一
六

日
。

〈
2
>

後
述

す

る
よ

う

に
、

こ
の
移

動

人

口

の
大

部

分

は
農

村
出

身

労

働

力

で
あ

る
。

〈
3
>

こ

の
要

因

は
、

近
年

の
農
村

の
経

済

的
停

滞

を
背
景

と

し
た
都

市

と
農
村

の
経

済
格

差

の
拡

大
等

か

ら
説

明

で
き

よ
う

が
、

こ

の
人

口
移
動
拡

大
要

因

の
解

明

が
本
稿

の
目
的

で
は
な

い
た

め
、

こ

こ
で

は
詳

し

く
述

べ
な

い
。

〈
4
>

大
島

一
二

[
一
九

九
六

]
。

〈
5
>

多

く

の
事

例

に
お

い
て
実
家

に
多

額

の
仕

送

り
を
し

て
い
る
場

合

が
多

い
。

〈
6
>

「
戸

口
制

度

」

(
戸
籍

管

理
制

度

)

に

つ
い

て

は
、
大

島

一
二

[
一
九
九
六

]

を
参

照

い
た

だ
き

た

い
。

〈
7
>

中
華

人
民
共

和
国

農
業
部

[
二
〇

〇

四
]
九

五
頁

で
は
、
農

民

増
収

を

は
か

る
た
め
、

都
市

へ
の
出

稼
ぎ

を

緩
和

す

べ
き

と

の
意

見

が
述

べ
ら

れ

て

い
る
。

〈
8
>

原
田
忠

直

・
西
野
真

由

・
大
島

一
二

[
二
〇

〇

二
]
参

照
。
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〈
9
>

(
°

>
社

、

　
　
>

〈
12
>ま

た
、

〇

四
年

の
調
査

結

果

に
よ

る

も

の

で
あ

る
。

〈
13
>

前
掲

『中

国

農
村

労
働

力
調

研
報
告

二
〇

〇
五

』
七

六
頁

。

〈
14
>

前
掲

『中

国

農
村

労
働

力

調

研
報
告

二
〇

〇
五

』
七

九
頁

。

〈
15
>

M
社

は
深
馴

市
宝

安

区

に
立

地
す

る
。
従

業
員
数

は
二
〇

〇

四

年

六

月
段

階

で
五

六

二
名

(
男
性

一
〇

一
名

一
八

・
○

%
、

女
性

四

六

一
名
八

二

・○

%
)

で

あ

る
。

調
査

の
手
順

と

し

て
は
、

ま
ず

、

日
本
人

管
理

者

か
ら

工
場

の
概

況

説
明

を
受

け
具
体

的
な

ア
ン
ケ

ー

ト
調
査

に
入

っ
た
。

調
査

対
象

者

の
選
定

、

ア

ン
ケ
ー

ト
用
紙

へ
の

記
入
時

間

の
配
分

に

つ
い

て
は

工
場
稼
働

の
都

合
等

か

ら
基
本

的

に

企
業
側

に

一
任

し
た

が
、

対
象

者

選
定

に
あ

た

っ
て
所
属

等

が
偏

ら

な

い
よ
う

に

一
定

の
配

慮

を

行

っ
た
。

一
九
九

二
年

、

一
九

九

八

年
、

今

回

(
二
〇

〇

四
年

)

の
調

査

か

ら
得

ら

れ

た

サ

ン
プ

ル
数

は
、

九

二
年

一

一
四
、
九

八
年

九

八
、

〇

四
年

九

一
で
あ

る
。

こ

の

ほ
か
農
村

出
身

労
働

者

の
都

市
地

域

へ
の
定
着

の
実

態

に

つ
い
て
知

る
た
め

に
、
世

帯

の
大
部

分

が

こ

の
地

域

へ
移

動

し

て
き

て

い
る
従

業

員
を
中

心

に
面
接

ヒ
ア

リ

ン
グ

調
査

も
実
施

し

た
。

〈
16
>

な

お
表
記

の
簡

略
化

の
た

め
、

一
九
九

二
年

の
調
査

を
九

二
年

調

査
、

一
九
九

八
年

の
調
査

を
九

八
年

調
査
、

と
呼

ぶ
。

〈
17
>

以
下

で
は
、
煩

雑

さ

を
除

く
た

め
に
構
成

比

の
み
を
示

す
。

同
右
。

『中
国
農
村
労
働
力
調
研
報
告

二
〇
〇
五
』
中
国
統
計
出
版

二
〇
〇
五
年
。

こ
の
数
値
は
農
村
労
働
力
の
移
動
者
数
を
示
し
て
い
る
。

前
掲

『中
国
農
村
労
働
力
調
研
報
告

二
〇
〇
五
』
七
五
頁
。

以
下
と
く
に
断
り
が
な
い
場
合
の
統
計
数
値
は
す
べ
て
二
〇

〈
18
>

い
う

ま

で
も
な

く
、

M
社

の
事

例

か
ら

は
、

こ
う
し

た
質
的

な

変
化

が
深

別
地

域

に
お

い
て
全
面

的

に
発

生
し

て

い
る

こ
と
を
読

み

取

る

こ
と

は

で
き

な

い
。

後

に
述

べ
る

よ
う

に
、
現
状

で
も
、

い
ま

だ
前

者

の

「出

稼
ぎ

」
形

態

が
あ
く

ま

で
主
流

と
な

っ
て

い
る
。
そ

れ

は
、
前

述

の

『調

研
報

告
』

で

「挙
家

」
移

動

が
全

体

の
約

二
割

に
留
ま

っ
て

い
る
と
報
告

さ

れ

て

い
る

こ
と

に
も
示

さ

れ

て
い
る
。

し
か

し
、

ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
結

果

か

ら
は
、

「挙

家

」
移

動

の
実

態

と
、
移

住

の
プ

ロ
セ
ス
に

お

い

て
、

以
下

の
よ

う
な

興
味
深

い
結

果

が
得

ら
れ

た
。

〈
19
>

こ

こ
で
は
便
宜

的

に
深
別

市

の
北

隣

の
東

莞
市

で

の
就
業

も
含

む
。

〈
20
>

九

一
サ

ン
プ

ル
に
は
深
別

市
内

に
実
家

の
あ

る
従
業

員

は
含

ま

れ

て
い
な

い
。

〈
21
>

大
島

一
二

[
一
九
九

六

]
参

照
。

〈
22
>

一
般

ワ
ー

カ
ー

の
異
な

る
地

域

で

の
就

業

の
た

め

の
情
報

は
現

在

で
も
十
分

で
な
く
、

知
人

や
親

族

か
ら

の
情
報

提
供

が
欠

か

せ
な

い
。
詳

し
く

は
大

島

一
二

[
一
九

九

六
]
参

照
。

〈
23
>

実

際

に
多

く

の
調
査
事

例

で

は
夫

婦

と
も
就

業

し

て

い
る
場

合

が

み
ら
れ

た
。

〈
24
>

原
田
忠

直

・
西

野
真
由

・
大
島

一
二

[
二
〇
〇

二
]
参

照
。

〈
25
>

こ
の
数

値

は

二
〇
〇

三
年

の
も

の
。

中
華

人
民

共
和

国
国
家

統

計
局

編

[
二
〇

〇

三
]
参

照
。
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